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酸性洗剤

研磨剤入り
洗剤

強酸性・
強アルカリ性洗剤

フッ素系洗剤
※１

中性洗剤 アルカリ性洗剤

陶器本体の掃除に使える洗剤

酸性洗剤 中性洗剤 アルカリ性洗剤

タンクふたやタンク内部の掃除に使える洗剤

金属ブラシ

紙やすり 研磨剤入り
ナイロンたわし

セフィオンテクトの表面を
洗剤やコート剤の成分が
覆ってしまう。

ワンポイントアドバイス

●掃除用の洗剤について

●掃除用具について
金属ブラシや研磨剤入りのナイロンたわ
し、紙やすりなどは表面を傷つけますの
で使用しないでください。

●表面コート剤や芳香洗浄
　剤について

【陶器本体の掃除】

●セフィオンテクトについて
当商品は、セフィオンテクト加工をしております。
セフィオンテクトとは、陶器表面の凹凸をツルツルにし、汚れの付着力
を弱めるTOTO独自の技術です。

撥水性や防汚性のある洗剤・表面コート
剤・芳香洗浄剤などは使用しないでくだ
さい。
陶器表面を傷めることはありませんが、
洗剤やコート剤の成分が陶器表面を覆っ
てしまい、防汚効果が十分発揮できなく
なります。

市販の家庭用洗剤であれば、酸性・中性・
アルカリ性を問わずご使用になれます。
ただし、研磨剤入りの洗剤や業務用の
強酸性・強アルカリ性洗剤、フッ素系洗
剤※1には、陶器表面を傷つけたり、侵し
たりするものがありますので使用しな
いでください。
※蛇口まわりのクリーナー（P.25参照）は
　ご使用いただけます。
※1 フッ化水素・フッ化アンモニウムを含む

※タンク掃除後、残留した洗剤分は必ず水で
　洗い流してください。

市販の家庭用中性洗剤を使用できます。
ただし、酸性・アルカリ性洗剤は、タン
ク内部の樹脂部品を傷めるものがありま
すので使用しないでください。

【タンク内部の掃除】

セフィオンテクト
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1．

3．

2．

4．

掃除用ブラシやスポンジで水洗い
してください。

●軽い汚れの場合

汚れがついた部分の水分をふき
取ってください。

1．

掃除用ブラシやスポンジで、こ
すり洗いをしてください。取れ
にくい場合は割りばしなどを使っ
てこすり落としてください。

3．

最後に水洗いをしてください。4．

※洗剤によっては揮発ガスを発生する
　ものがありますので、2～4の項目は
　早め（3分以内）に行ってください。
　揮発ガスが温水洗浄便座などの内部
　に入り、故障の原因になります。

●水あかなどひどい汚れの場合

トイレ用洗剤を汚れに直接かけ
てください。

2．

日ごろのお手入れ

便器のお手入れ

トイレはお手入れ次第で清潔さを保ち、長持ちさせることができます。
日ごろからこまめにお手入れをしてください。
また、セフィオンテクト品は汚れがつきにくい特長を持っていますが、
表面をきれいに保つために、日ごろのお手入れが大切です。
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定期点検のおすすめ
●安全・快適にご使用いただくために、以下の点検をお願いします。

フィルターの詰まり

点検の目安：1回／半年
フィルターの詰まりを掃除してください。
フィルターが詰まると、タンクに水がたまる時間が長くなります。

＊掃除の方法は、P.16をご確認ください。
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床のお手入れ

●便器から飛び出した小便や器具につい
　た露が床に落ちたときは、よく絞った
　ぞうきんでふき取ってください。

●お掃除の際、床に落ちた洗剤や水もよ
　く絞ったぞうきんでふき取ってください。

床に落ちた小便、露、洗剤、水などは
必ずよく絞ったぞうきんでふき取る
放置しておくと床にシミを作ったり、
腐らせたりするおそれがあります。

必ず実行

注意

●蛇口まわりのクリーナー以外の酸性洗剤、
　塩素系漂白剤、アルカリ性洗剤
●シンナー、ベンジンなどの溶剤
●クレンザー、磨き粉など、粗い粒子を含んだ洗剤
●ナイロンたわし、たわし、ブラシなど

表面を傷つけるものは使用しないでください。

お願い

水またはぬるま湯に浸した柔らかい布を
よく絞って汚れをふき取ってください。

●軽い汚れの場合

●ひどい汚れの場合
適量に薄めた食器用中性洗剤を含ませた
柔らかい布で汚れをふき取ったあと、水
ぶきし、からぶきしてください。

止水栓、レバーハンドル、手洗い金具のお手入れ


	日ごろのお手入れ

